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ご
挨
拶

　
早
い
も
の
で
、
開
校
か
ら
十
一
年
が
経
過
し
、

十
二
回
目
の
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
手
か
ら
独
立
し
て
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た

こ
の
地
に
塾
を
構
え
た
と
き
は
、
私
も
ま
だ
怖
い

も
の
知
ら
ず
の
独
身
で
し
た
が
、
結
婚
し
、
家
を

建
て
、
今
で
は
二
児
の
パ
パ
と
な
り
ま
し
た
。

　
何
百
、
何
千
の
生
徒
や
保
護
者
と
接
し
て
き
ま

し
た
が
、
人
の
親
に
な
っ
て
分
か
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。
人
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
机

上
の
空
論
で
は
な
い
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　
良
い
教
育
、
良
い
教
師
、
良
い
塾
。
こ
れ
ら
は

永
遠
の
テ
ー
マ
で
す
。
大
資
本
の
塾
の
よ
う
に
、

バ
ン
バ
ン
宣
伝
も
で
き
ま
せ
ん
。
最
新
の
映
像
授

業
や
ハ
イ
テ
ク
を
駆
使
し
た
設
備
な
ど
何
も
無
い

個
人
経
営
の
小
さ
な
塾
が
、
十
年
以
上
に
わ
た
り

こ
こ
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
、
栄
興
館

の
指
導
方
針
や
理
念
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
地
域

の
保
護
者
の
方
が
い
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
護
者
会
を
開
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
欠
席
も
な
く

集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
保
護
者
に
は
頭
が
上
が
り

ま
せ
ん
。
少
な
か
ら
ず
「
厳
し
い
教
育
」
の
需
要

を
感
じ
て
い
ま
す
。
良
い
教
師
で
あ
る
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
保
護
者
の
方
の
お
言
葉
を
お
借
り

す
る
な
ら
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
「
や
る
気
の
出

る
塾
」
「
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
え
る
塾
」
と
、

少
し
ず
つ
で
す
が
良
い
塾
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の

か
な
と
思
い
た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
何
も
無
い
塾
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
の
は
本
気

で
裏
表
無
く
生
徒
た
ち
と
接
す
る
こ
と
。
授
業
を

全
力
で
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ
リ
ン
ト
を
作
る
の

も
、
冗
談
を
言
い
合
う
の
も
、
生
徒
を
イ
ジ
る
の

も
、
叱
る
こ
と
も
、
そ
し
て
褒
め
る
の
も
認
め
る

の
も
全
力
で
や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
知
り
合
い
の
塾
経
営
者
が
次
々
と
個
別
指
導
の

塾
へ
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
聞
け
ば
個
別
指
導
の

方
が
世
間
に
需
要
が
あ
る
か
ら
と
い
い
ま
す
。

　
確
か
に
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
栄
興
館

は
集
団
で
の
指
導
を
譲
れ
ま
せ
ん
。
私
に
は
こ
れ

し
か
で
き
ま
せ
ん
し
、
集
団
授
業
だ
か
ら
こ
そ
、

生
徒
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

あ
る
意
味
ア
ナ
ロ
グ
で
し
ょ
う
。
多
く
の
学
習
塾

が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ト
を
使
う
中
、
い
ま
だ
に
黒
板

を
使
っ
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
す
ら
私
の
手
作
り
。

時
代
を
逆
行
し
た
よ
う
な
塾
な
の
で
す
。

　
そ
れ
で
も
生
徒
達
は
ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
通
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
静
岡
県
の
小
学
生
の
国
語
力
が
最
下
位

だ
と
話
題
と
な
り
、
様
々
な
問
題
が
投
げ
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
私
は
、
国
語
力
が
低
か
っ
た
理
由
の

一
つ
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
も
挙
げ

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
家
族
以
外
の
大
人
が
も
っ
と
も
っ
と
子
ど
も
に

話
し
か
け
、
と
も
に
考
え
、
悩
み
、
笑
う
場
面
が

減
っ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
も

増
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
栄
興
館
で
は
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
最
大
限
に
増
や
し
な
が
ら
、
今
年
も
体
当
た
り

の
授
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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●指導人数延べ4,000人以上の塾長が指導します ●あくまでも「集団授業」にこだわります ●志望校合格率は開校通算９７％以上です

●徹底的に面倒見主義の塾、それが栄興館です●「厳しい」のに、塾が楽しいのはなぜ！？ ●コストパフォーマンスに自信があります

●入塾試験はありませんが、面接を行います

●個別指導の塾以上に生徒を把握しています

　大手予備校勤務時代等を含めると、指導年数20年以上。今まで指導した

生徒の人数は延べ4,000名以上となります。指導した人数が多ければ優秀

な教師であるとは言えませんが、それだけ多くの生徒、そして保護者の方と

接してきた経験値は、栄興館開校後の大きな武器になっています。

　生徒が100人いれば100通りの個性があり、「この生徒にはどのように指導

しようか」「このクラスは明るいおもしろめの授業で行こう」「調子に乗って油断

するタイプだから、ちょっと引き締めた接し方にしよう」などと、生徒の性格や

そのときの状況によって臨機応変に対応できるようになりました。

　生徒たちは学習面はもちろん、あらゆる面で相談してくれます。

大手予備校時代では授業時間にならないと校舎にいません

でしたが、昼過ぎから授業後までずっと栄興館にいます

ので、保護者の方が買い物帰りに気軽に相談に訪れて

下さることも多々あります。また、卒業生が毎年何名も

顔を見せに訪れてくれる、そんなアットホームな塾です。

　開校以来、「厳しい塾」を浸透させるべく生徒と接してきましたが、生徒たち

は思いのほか楽しんで通ってくれているのが事実です。なぜでしょうか？

　それは生徒たち自身がちゃんと「成長できている」と、実感してくれている

からだと思っています。スポーツで言うならば、栄興館は強いチームを目指し

ます。生徒への要求度は高いでしょうし、練習内容だって当然厳しくなります。

道具を忘れれば叱られるでしょうし、約束事を疎かにすれば、キツイ言葉の

一つも言われるでしょう。しかし、彼らがその厳しさに１００％納得して付いて

きてくれているのは、自分が上手くなってきているのが分かるから。

　とは言え、厳しい塾だからといえ年中叱り倒しているわけではありません。

宿題だってほとんどありません。上記のように、当たり前のことなのに手を抜

いた、そういうときにカミナリを落としているだけなのです。

　普段はいたって普通の塾。むしろ笑い声の聞こえる、それでいてけじめの

ついたメリハリのある授業が特徴なのです。こんな時代だからこそ

勉強だけでなく様々な面を鍛える塾が必要なのではないでしょうか。

　栄興館では、高校受験までの指導をしていますが、そこで生徒・保護者との

関係が切れることはありません。卒業後にも毎年必ず生徒たちが訪れてくれ

ます。年賀状等のやり取りはもちろん、高校の修学旅行のお土産をわざわざ

持ってきてくれたり、大学合格の報告をしてくれたり、就職の報告や国家試験

合格の証明を見せびらかしに来たり、成人式の晴れ着のまま栄興館だけで

なく自宅にまで来たりなど、卒業後の付き合いも少なくありません。最近では、

結婚や出産の報告も増えてきました。結婚の相談をされたこともありました。

　予備校勤務時代、転勤が多く、自分の生徒を卒業まで見られないことへの

ストレスからの独立でしたが、今では卒業生こそが私の財産です。

　彼らに言わせれば、叱られたのも良い思い出だとか。

　どんなことにも口を出し、当時の彼らからすると鬱陶しい

存在ではなかっただろうかと思うこともありましたが、徹底

的に生徒と関わろうとする大人が、新鮮だったようです。

　栄興館は、塾生とトコトン関わっていくお節介な塾です。

　栄興館では開校以来ずっと集団授業による指導を貫いてきています。

　昨今の学習塾と言えば、主に個別指導塾。「マンツーマンで見てくれるから」

「付きっ切りの方が安心だから」「ウチの子は質問ができない子だから」など、

様々な理由で個別指導が選ばれている時代背景があります。

　しかしそれはある意味、子どもに対する迎合ではないでしょうか？　質問が

できないまま大人になってしまえば必ず困りますよね。教育で大切なのは、

その場限りの知識を与えるのでは無く、自ら考え行動できるようになるまで

の道筋を与えてあげることではないでしょうか？集団の中での立ち回りも、

社会における立派な勉強ではないでしょうか。私はそう考えます。

　個別指導ではなくあえて集団授業にこだわる理由、それは社会性を身に付

けさせることも大きな理由の一つなのです。栄興館に通う生徒にもおとなしい

生徒はいます。それが次第に打ち解け、同じクラスのみんなと笑顔で話せる

ようにもなり、保護者の方から、「ウチの子変わりました」と言って

いただけることは、栄興館では決して珍しいことではありません。

　栄興館には入塾試験はありませんが、必ず保護者も交えた面接を実施し、

栄興館の方針等に納得していただいた上で入塾していただいています。

　ただし、誰でも入塾できる訳ではありません。その面接では主に２つの目的

があります。これを判断し、通塾していただくかどうかを決定します。

　１つは生徒本人にやる気を感じるか、なんとかとしたいと本当に思っている

のかを見させてもらっています。クラブチームの子どもの上達が早いのは、

あくまでも本人にやる気があり、コーチの指示を素直に信じて実行するから

に他なりません。成績は関係ありませんが、やる気は大きな判断要素です。

　２つ目は生徒の性格を分析することです。簡易的ではありますが、生徒を

お預かりする以上、生徒の性格まで把握した上で

アドバイスをしなければ、プロとは言えないと思って

いるからです。　栄興館ではお互い腹を割った話し

合いをし、ご納得いただいた上で通塾してもらって

います。入塾を強要することはありません。

　あまり公にしておりませんが、実績もそれなりにあると思っています。

　５教科で５０点前後の生徒を１５０点以上にアップさせたこともありますし、

１年間不登校だった生徒をオール４以上にしたこともありました。高校入試に

おいても過去１０年の合格率は９７％を超えています。

　しかし塾の窓にペタペタ貼ったり、「○○高校に●名」と派手に発表したりは

決してしていません。大手に勤務の頃、２００名の合格を出すために、いったい

何名の生徒を説得し、上位高校に受験させ、どれだけの不合格者を出してきた

か。大手では、全てが実績作りのための行為でした。

　「そもそも実績とは何だ。結局がんばったのは生徒じゃないか。塾の教師は

あくまでもサポートしかできていないのに、大々的に公表し賞賛されるもので

はない。」そう考えるようになりました。だから栄興館では、廊下に「がんばっ

たね。おめでとう」の意味で、本年度の卒業生の掲示をしてあるのみです。実

績は誇りませんが、栄興館の生徒はこれだけがんばれる生徒

たちだという事実は誇りたいですね。

　アベノミクスによりいくらか回復傾向にあるとは言え、まだまだ景気回復を

実感できずにいる方も多いのではないでしょうか。気になるのはやはり授業

料です。静岡県は学習塾等にかける一月あたりの教育費が約３万４千円と

全国で２０位前後だそうですが、あくまでもそれは平均値であり、中央値では

ありません。となれば、習い事にかける費用はできるだけ抑えたいものです。

　学習塾の費用といえば授業料に目が行きがちです。栄興館の他塾の授業

料にはそれほど差はありませんが、実は大きな開きがあります。塾の多くが、

授業料以外に、「諸経費」「教材費」等がかかっています。更にはオプションと

も言える「その他」の受講を迫ったりすることも少なくありません。

　栄興館では諸経費や教材費、消費税等を全て含んだもの

を授業料としております。（※テキストと模試は別途）

　また夏休み等における季節講座も他塾と比べ低めに

設定しておりますし、自習室完備ですので分からない

ことを週６日質問しに来ても追加料金などありません。

　生徒の性格を把握することが私の特技の一つでもあります。授業中でも、

授業外でもできるだけ生徒を観察し、その生徒に合った声がけを心がけて

います。集団授業の利点を生かし、木を見て森を見ずにならないよう、アンテ

ナを常に高くし、生徒の顔つきや部活での疲れ具合、学校の進度とその生徒

の理解度を見ながら授業を進めています。

　独立前は１クラス５０名前後の教室を見ていたので、現在の規模の教室は

生徒全員を把握するのに非常に良い環境であるともいえます。

　「テスト前だから全体で雰囲気をしめようか」「体育大会の練習で疲れてい

るみたいだから、今日は思い切りおもしろい授業展開でいこうか」など、日々

臨機応変に対応できるところも、個人経営の塾の長所かもしれません。

　もちろんアルバイト教師などはいません。アルバイトやパートの都合で担当

が突然変わることもありません。１１年間、この地で自分だけが教鞭をとって

きた地味なプライドもあり、生徒との関係確立には自信があります。

　小回りが利きつつ、子どもの頼れる理解者であり続けます。

　大手予備校勤務時代等を含めると、指導年数20年以上。今まで指導した

生徒の人数は延べ4,000名以上となります。指導した人数が多ければ優秀

な教師であるとは言えませんが、それだけ多くの生徒、そして保護者の方と

接してきた経験値は、栄興館開校後の大きな武器になっています。

　生徒が100人いれば100通りの個性があり、「この生徒にはどのように指導

しようか」「このクラスは明るいおもしろめの授業で行こう」「調子に乗って油断

するタイプだから、ちょっと引き締めた接し方にしよう」などと、生徒の性格や

そのときの状況によって臨機応変に対応できるようになりました。

　生徒たちは学習面はもちろん、あらゆる面で相談してくれます。

大手予備校時代では授業時間にならないと校舎にいません

でしたが、昼過ぎから授業後までずっと栄興館にいます

ので、保護者の方が買い物帰りに気軽に相談に訪れて

下さることも多々あります。また、卒業生が毎年何名も

顔を見せに訪れてくれる、そんなアットホームな塾です。

　開校以来、「厳しい塾」を浸透させるべく生徒と接してきましたが、生徒たち

は思いのほか楽しんで通ってくれているのが事実です。なぜでしょうか？

　それは生徒たち自身がちゃんと「成長できている」と、実感してくれている

からだと思っています。スポーツで言うならば、栄興館は強いチームを目指し

ます。生徒への要求度は高いでしょうし、練習内容だって当然厳しくなります。

道具を忘れれば叱られるでしょうし、約束事を疎かにすれば、キツイ言葉の

一つも言われるでしょう。しかし、彼らがその厳しさに１００％納得して付いて

きてくれているのは、自分が上手くなってきているのが分かるから。

　とは言え、厳しい塾だからといえ年中叱り倒しているわけではありません。

宿題だってほとんどありません。上記のように、当たり前のことなのに手を抜

いた、そういうときにカミナリを落としているだけなのです。

　普段はいたって普通の塾。むしろ笑い声の聞こえる、それでいてけじめの

ついたメリハリのある授業が特徴なのです。こんな時代だからこそ

勉強だけでなく様々な面を鍛える塾が必要なのではないでしょうか。

　栄興館では、高校受験までの指導をしていますが、そこで生徒・保護者との

関係が切れることはありません。卒業後にも毎年必ず生徒たちが訪れてくれ

ます。年賀状等のやり取りはもちろん、高校の修学旅行のお土産をわざわざ

持ってきてくれたり、大学合格の報告をしてくれたり、就職の報告や国家試験

合格の証明を見せびらかしに来たり、成人式の晴れ着のまま栄興館だけで

なく自宅にまで来たりなど、卒業後の付き合いも少なくありません。最近では、

結婚や出産の報告も増えてきました。結婚の相談をされたこともありました。

　予備校勤務時代、転勤が多く、自分の生徒を卒業まで見られないことへの

ストレスからの独立でしたが、今では卒業生こそが私の財産です。

　彼らに言わせれば、叱られたのも良い思い出だとか。

　どんなことにも口を出し、当時の彼らからすると鬱陶しい

存在ではなかっただろうかと思うこともありましたが、徹底

的に生徒と関わろうとする大人が、新鮮だったようです。

　栄興館は、塾生とトコトン関わっていくお節介な塾です。

　栄興館では開校以来ずっと集団授業による指導を貫いてきています。

　昨今の学習塾と言えば、主に個別指導塾。「マンツーマンで見てくれるから」

「付きっ切りの方が安心だから」「ウチの子は質問ができない子だから」など、

様々な理由で個別指導が選ばれている時代背景があります。

　しかしそれはある意味、子どもに対する迎合ではないでしょうか？　質問が

できないまま大人になってしまえば必ず困りますよね。教育で大切なのは、
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のかを見させてもらっています。クラブチームの子どもの上達が早いのは、

あくまでも本人にやる気があり、コーチの指示を素直に信じて実行するから
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か。大手では、全てが実績作りのための行為でした。
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あくまでもサポートしかできていないのに、大々的に公表し賞賛されるもので

はない。」そう考えるようになりました。だから栄興館では、廊下に「がんばっ

たね。おめでとう」の意味で、本年度の卒業生の掲示をしてあるのみです。実

績は誇りませんが、栄興館の生徒はこれだけがんばれる生徒

たちだという事実は誇りたいですね。

　アベノミクスによりいくらか回復傾向にあるとは言え、まだまだ景気回復を

実感できずにいる方も多いのではないでしょうか。気になるのはやはり授業

料です。静岡県は学習塾等にかける一月あたりの教育費が約３万４千円と

全国で２０位前後だそうですが、あくまでもそれは平均値であり、中央値では

ありません。となれば、習い事にかける費用はできるだけ抑えたいものです。

　学習塾の費用といえば授業料に目が行きがちです。栄興館の他塾の授業

料にはそれほど差はありませんが、実は大きな開きがあります。塾の多くが、

授業料以外に、「諸経費」「教材費」等がかかっています。更にはオプションと

も言える「その他」の受講を迫ったりすることも少なくありません。
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　また夏休み等における季節講座も他塾と比べ低めに

設定しておりますし、自習室完備ですので分からない

ことを週６日質問しに来ても追加料金などありません。

　生徒の性格を把握することが私の特技の一つでもあります。授業中でも、

授業外でもできるだけ生徒を観察し、その生徒に合った声がけを心がけて

います。集団授業の利点を生かし、木を見て森を見ずにならないよう、アンテ

ナを常に高くし、生徒の顔つきや部活での疲れ具合、学校の進度とその生徒

の理解度を見ながら授業を進めています。

　独立前は１クラス５０名前後の教室を見ていたので、現在の規模の教室は

生徒全員を把握するのに非常に良い環境であるともいえます。

　「テスト前だから全体で雰囲気をしめようか」「体育大会の練習で疲れてい

るみたいだから、今日は思い切りおもしろい授業展開でいこうか」など、日々

臨機応変に対応できるところも、個人経営の塾の長所かもしれません。

　もちろんアルバイト教師などはいません。アルバイトやパートの都合で担当

が突然変わることもありません。１１年間、この地で自分だけが教鞭をとって

きた地味なプライドもあり、生徒との関係確立には自信があります。

　小回りが利きつつ、子どもの頼れる理解者であり続けます。


